
  会報高松 
消費税 活かすみんなの 間税会 

（ 令 和 ７ 年 10 月 大 阪 ・ 関 西 万 博 大 屋 根 リング 撮 影 ： 事 務 局 宮 井 ）  

 



 

   会 長 挨 拶        

 

高松間税会会長 久米 加寿徳 

高松間税会会員の皆様には、平素から間税会業務にわたり、深いご理解と多

大なご協力を賜っておりますことを厚くお礼申し上げます。 

高松間税会は、消費税や印紙税などにつきまして、啓蒙活動を積極的に推進

するほか、インボイス制度導入などの大きな税制改正の際には積極的に周知・

広報活動を展開するなど、税務行政の円滑な運営のために税務当局の方々と連

携し様々な取組みを展開しております。 

これら間税会活動を力強く推進するためには、組織を拡大強化し間税会の存

在感を高め発言力を強めてゆくことが肝要です。 

しかしながら、高松間税会会員数は令和 7 年 4 月 1 日現在 484 人社で昨年よ

り 20 人社減少するなど減少傾向が継続しており、本年も「最重点施策」であり

ます「会員増強による組織拡大」を常に念頭において「間税会を知ってもらい、

間税会に入会していただく」ため、広く活動していく必要があります。 

会員増強による組織拡大のためには、各業界の指導的な立場におられ、関係

会社や取引企業など数多くの企業に対し、大きな影響力を持っておられる高松

間税会会員の皆様方のご支援が不可欠であると考えております。 

高松間税会はこれからも、消費税の研修会の開催などを実施し、税務署及び

国税関係民間団体との連携・協調を図り、「税を考える週間行事」への参加、ｅ

―Ｔａｘの利用促進、租税教室への参加など積極的に取り組んでまいります。 

また、全間連、四間連及び各県連との連携を密にし、会員様の意見、要望を

取りまとめ税制並びに執行に関する提言活動に積極的に取り組んでまいります。 

会員の皆様には、これまでと変わらず、今後とも高松間税会の活動につきま

して、何分のご理解とご協力を賜りますようお願い申し上げます。 

最後となりましたが、皆様方のご事業の益々のご発展並びに会員皆様のご健

勝とご活躍をお祈りいたしまて、挨拶とさせていただきます。 



 
 
 
 
 
 

 
 
 
 

ごあいさつ 
高松税務署長  谷川 恭嗣 

 高松間税会の皆様方には、平素から税務行政全般にわたりまして、深いご理解と多大

なるご協力を賜り、厚く御礼申し上げます。 

 高松間税会におかれましては、「自主的な申告納税体制の確立を通じて、公正な税務・

税制に協力し、併せて経営の健全な発展に貢献する」ことを基本理念に、特に消費税に

関する税知識の普及、消費税完納運動の推進、「税の標語」の募集活動及び租税教室への

講師派遣並びに e-Tax・キャッシュレス納付の周知・利用促進など様々な事業活動に積

極的に取り組まれております。このような活動は、申告納税制度の下における税務行政

の円滑な運営に欠くことのできないものであり、久米会長をはじめとする役員及び会員

の皆様方並びに事務局のご努力に対し、改めて深く敬意を表する次第であります。 

 高松税務署といたしましても、これらの取組につきまして皆様方と連携・協調を図っ

てまいりたいと考えておりますので、引き続きよろしくお願い申し上げます。 

さて、経済社会のグローバル化やデジタル化の進展等により、税を含むあらゆる分野

でデジタル技術の活用が急速に拡大しています。こうした中にあっても、「納税者の自発

的な納税義務の履行を適正かつ円滑に実現する」という国税庁の使命を果たしていくた

め、①納税者の利便性の向上、②課税・徴収事務の効率化・高度化、③事業者のデジタ

ル化促進を柱として、「あらゆる税務手続が税務署に行かずにできる社会」を目指し、税

務行政のＤＸを進めているところです。 

その中で、キャッシュレス納付は、納税者の利便性向上と社会全体の現金管理等のコ

スト縮減の観点から、その利用拡大に向けて積極的に取り組んでいるところ、特に納付

機会が多い源泉所得税につきまして、これまで以上に利用勧奨に取り組むこととしてお

りますので、まだ利用されていない会員の皆様におかれましては、早期の利用をご検討

いただきますようお願い申し上げます。なお、国税庁ホームページの「源泉所得税のキ

ャッシュレス納付体験コーナー」で、キャッシュレス納付の一連の流れを体験すること

ができますので、是非、ご確認ください。 

私どもといたしましては、納税者の方が自ら正しい申告と納税をスムーズかつスピー

ディーに行えるよう、着実な周知・広報や丁寧な相談に努めてまいりますので、高松間

税会の皆様方におかれましては、より一層のお力添えをよろしくお願い申し上げます。 

結びに当たりまして、高松間税会の今後益々のご発展と会員皆様方のご健勝並びに事

業のご繁栄を心から祈念いたしまして、私のあいさつとさせていただきます。 



高松間税会第 53 回通常総会 

 

 第 53 回通常総会は、令和 7 年 8 月 28 日マリンパレスさぬきにて開催され、

いずれの議案も賛成多数で可決されました。 

 

☆  第１号議案 令和 6年度 事業報告 

当期中における主な事業の概要は、次のとおりである。 

 

6. 7.24  理事会（WEB 開催） 

全間連総会札幌大会、四間連、香川県連総会について、高松間税会

通常総会開催計画、役員の改正、会員増強、その他当面の問題等に

ついて協議した。 

6. 7.24    県連常任理事会（WEB 開催） 

全間連総会札幌大会、四間連、香川県連通常総会開催計画について、

香川県連役員の改正、会員増強、その他当面の問題等について協議

した。 

村上会長ら役員が出席した。 

6. 8.29  第 52 回通常総会（書面決議） 

令和 5 年度事業報告及び収支決算、並びに令和６年度事業計画及

び収支予算等について審議し承認された。  

6. 8.29  香川県間税会連合会第 52 回通常総会書面決議） 

令和 5 年度事業報告及び収支決算、並びに令和６年度事業計画及

び収支予算等について審議し承認された。 

村上会長は顧問、新会長に久米加寿徳が就任した。 

ほか審議員が議決権行使した。 

6. 9. 5   四間連第 51 回通常総会（徳島・ｸﾞﾗﾝｳﾞｨﾘｵﾎﾃﾙ） 

令和 5 年度事業報告及び収支決算、並びに令和６年度事業計画及

び収支予算について審議し承認された。村上会長は顧問、新会長に

久米加寿徳が就任した。 

ほか審議員が議決権行使した。 

6. 9.26   全間連第 50 回通常総会 札幌大会 

久米会長ほか 27 名が参加した。 

6. 10. 2    四国税務連絡協議会（高松国税局） 

高松国税局幹部と関係民間団体で、意見交換を行った。 

久米会長、事務局長が出席した。 

6. 11. 2   街頭広報 

丸亀町グリーンで開催された、高松法人会主催のタックスウォーク



ラリー2024 会場において、「税の標語」の入選作品の展示を行った。 

また、商店街の通行人等に対して、世界の消費税図柄刷込みクリア

ファイル等を配布した。久米会長・香川副会長、村上顧問、事務局

が参加した。 

6.11.11  税の標語の募集及び表彰（11.11～11.17） 

税の標語を募集した結果、9 中学校より 210 名 538 点の応募があ

り、全国入選 1、高松税務署長賞１、高松市長賞１、高松間税会会

長賞１など 15 名の表彰を各中学校で行なった。 

6.12. 5  第 25 回女性部会、青年部会合同研修会（ﾎﾃﾙﾏﾘﾝﾊﾟﾚｽさぬき） 

永森高松税務署長に、「税務行政の現状と課題」と題し講演をいた

だいた。 

長尾、丸亀、観音寺間税会の女性部からの参加もあり、42 名の参

加で実施された。 

来賓として、諏訪副署長、源島法人一部門統括官、久米高松間税会

会長をお迎えした。 

6.12.20    広報誌「会報高松」第 25 号を発行した。 

 

7. 1.23～1.26  高松イオンにて税の標語を展示した。 

7. 2.13～3.15  確定申告会場（ｼﾝﾎﾞﾙﾀﾜｰ）にて税の標語を掲示した。  

7. 4. 1   消費税に関するアンケート調査（対象 80 人社）及び組織状況調査 

（会員数等調）を実施した。会員数は、484 人社であり、前年より

20 人社減少した。 

7. 4.24  高松間税会常任理事会（WEB 開催） 

全間連総会開催（7.9.17 名古屋大会）開催について、四間連通常 

総会(7.9.4 愛媛)香川県連・高松間税会総会開催（7.8.28 ﾏﾘﾝﾊﾟﾚｽ

さぬき）四間連女性部研修会（7.5.29 香川）について協議すると

ともに、その他当面の問題について協議した。 

久米会長ら役員が出席した。 

7. 5.21  高松市租税教育推進協議会 久米会長出席 

7. 5.29  四間連女性部第 24 回研修会（栗林公園内 讃岐迎賓館）に 

高松間税会から女性部会員及び事務局が参加した。 

7. 6.10  租税教室 

濱口静治監事が植田小学校 6年生 15 名に対し、租税教室の講師を

行なった。濱口講師の自己紹介から始まり戦争の恐ろしさと平和

の有難さを伝えると共に税金の使われ方を子供達に伝えた。事務

局からも参加した。 

7. 6.11  香川県租税教育推進協議会会 久米会長が出席した。 

7. 6.13  四間連青年部合同研修懇親会（㈱タダノ・香西工場） 

      青年部会員が参加した。 



7. 6.18   各中学校へ「税の標語」の応募依頼を行った。 

高松税務署管内の全中学校へ、消費税クリアファイル、税の標語応募

用紙を配布し応募依頼した。    

応募締め切りは 9月 3日とした。 

7. 6.23 宮井事務局長が東植田小学校６年生７名に対し租税教室の講師を務め

た。 

 

 

（その他の行事） 6．7．1 ～ 7．6．30 

〇全間連行事への参加 

正副会長会議、常任理事会、各専門委員会会議に関係役員が参加 

〇会報誌等配付 

四間連、全間連等の会報誌等を配布した。 

〇ホームページ 

随時更新して活動状況等を公開した。 

 

 

 

 

（参考：令和 7年７月以降の行事等） 

 

7. 7.24 理事会（WEB 開催） 

    全間連総会名古屋大会、四間連、香川県連総会について、高松間税会通

常総会開催計画、役員の改正、会員増強、その他当面の問題等について

協議した。 

7. 7.24 県連常任理事会（WEB 開催） 

全間連総会名古屋大会、四間連、香川県連総会について、役員の改正、

会員増強、その他当面の問題等について協議した。久米会長他役員が出

席した。 

7. 8.28 高松間税会第 53 回通常総会（マリンパレスさぬき） 

    令和 6 年度事業報告及び収支決算、並びに令和 7 年度事業計画及び収

支予算等について審議し承認された。 

久米会長ほか審議員が議決権行使した。 

7. 8.28 香川県間税会連合会第 53 回通常総会（マリンパレスさぬき） 

令和 6年度事業報告及び収支決算、並びに令和 7 年度事業計画及び収支

予算等について審議し承認された。 

久米会長ほか審議員が議決権行使した。 

7. 9. 4 四国間税会総連合会第 52 回通常総会 

（愛媛県：ANA クラウンプラザ松山） 



令和 6年度事業報告及び収支決算、並びに令和 7 年度事業計画及び収支

予算等について審議し承認された。 

久米会長ほか審議員が議決権行使した。 

女性部部会長吉岡和子勇退につき岩﨑敬子就任。 

7. 9.17 全間連第 52 回通常総会（名古屋大会） 

久米会長他 25 名が参加した。 

7.10. 6 四国税務連絡協議会（高松国税局） 

高松国税局幹部と関係民間団体で、意見交換を行った。 

久米会長と事務局長が出席した。 

7.10.23 国税庁長官表彰を久米加寿徳会長が受彰された。 

    旭日双光章を吉岡和子前女性部会長が受彰された。 

    藍綬褒章を奈良茂子理事が受彰された。 

7.11. 3 街頭広報 

丸亀町グリーンで開催された高松法人会主催「タックスウォークラリー

2025」会場で「税の標語」入選作品を展示した。 

商店街の通行人に対して『世界の消費税図柄刷込みクリアファイル』等

を配布した。 

会場で「税の標語」の応募を行い、応募を複数受け付けた。 

久米会長、岩﨑女性部会長、事務局が参加した。 

7.11. 4 税を考える週間（11.11～11.17）各中学校表彰活動を行った。 

勝賀中学校 高松間税会会長賞等久米会長より授与した。 

7.11. 7 高松北中学校 高松市長賞等高松市長より授与した。 

7.11.11  三木町立三木中学校 高松税務署長賞等高松税務署長より授与した。 

7.12. 4 第 26 回女性部会・青年部会合同研修会（マリンパレスさぬき） 

谷川高松税務署長に『酒類行政とお酒のはなし』と題し研修をいただい

た。 

長尾・丸亀・坂出・観音寺間税会の女性部からの参加もあり 43 名の参加

で実施された。 

来賓として山田副署長、杉浦法人一部門統括官、久米高松間税会会長を

お迎えした。 

7.12.20 広報誌「会報高松」第 26 号を発行した。 

 

 

 

 

 

 

 

 



☆  第２号議案 令和６年度 収支決算報告 

                   （自 6.7.1～至 7.6.30） 

収入の部                      支出の部   

勘定科目 金 額 勘定科目 金 額 

前期繰越金 2,528,728 分 担 金 515,000 

会費収入 1,928,295 部会補助金 150,000 

賛助会員（個人） 167,000 会報誌作成費 34,470 

事務受託費収入 600,000 税標語関係費 407,415 

会報誌広告収入 160,000 租税推進協議会 10,000 

特別収入 10,000 通信運搬費 139,694 

雑 収 入 826 水道光熱費 82,385 
  事務用品費 46,473 

  旅費交通費 154,295 

  家  賃 390,000 

  給   与 935,128 

  雑  費 15,631 

  次期繰越金 2,514,358 

合   計 5,394,849 合   計 5,394,849 
    

    

 
 

☆  第３号議案 令和７年度 事業計画 

 

１ 基 本 方 針  

自主的な申告納税体制の確立を通じて、公正な税務・税制に協力し、併せて 

経営の健全な発展に貢献することを基本理念として、全国組織のもとで国税 

当局及び他の税務関係民間団体と連絡・協調を図り、税知識の周知徹底を図 

るための事業活動を推進するとともに、税制並びに執行に関する提言活動を進

める。 

 

２ 重 点 施 策  

（１）組織の拡充、会員増強 
   本会の目的達成のためには、組織の拡充強化を図ることが最優先課題で 

あり、会員増を目指して、組織拡充に努める。 
      各委員会（総務委員会、組織委員会、税制・研修委員会、広報委員会） 

が一体となって積極的な活動を行う。 



 
（２）消費税等に関する啓発・広報 
  イ 消費税定着推進運動の実施 

（イ）消費税の広報・周知活動 
（ロ）消費税の研修会、説明会の開催（他の団体との共催を含む） 

   （ハ）消費税完納運動の推進 

 
ロ 「税を考える週間」行事への参加 
（イ）所轄税務署と連携を図り、積極的に参加する。 
（ロ）街頭広報や各種会合において、「税の標語」作品の展示、｢世界の 

消費税」図柄刷込みクリアファイルを活用する。 
（ハ）「税の標語」の募集を通じて税の啓蒙に努める。 

 
ハ 租税教室の講師養成講座への参加及び派遣事業に協力する。 

 
ニ 税制並びに執行に関する提言活動 

    四間連及び県間連との連携を密にし、会員の意見、要望等を取りまと 
めその具体化を図る。 

  そのため、全間連が提言活動の一環として実施している「税に関するア 
ンケート調査」に積極的に取り組む。 

 
（３）青年部・女性部の育成 

     青年部・女性部の英知と行動力が会活動の活性化に寄与することから、

組織の育成に努める。 

  
（４）国税当局等との連絡協調 

    国税当局及び他の税務関係民間団体等との連絡協調をより一層深め、信 
頼関係の確立に努めるとともに、各種施策に積極的に取り組む。 

    具体的には、 
① 国税の電子申告・納税（ｅ－Tａｘ）の利用活用 
② eＬＴＡＸの利用活用 
③ キャッシュレス納付の利用 
④ マイナンバー制度の適正利用と周知活動 

等に取り組むこととする。 

 
（５）本会の目的達成のため必要な事項を行う。 

 
 



☆ 第４号議案 令和７年度 収支予算 

                   （自 7.7.1～至 8.6.30） 

収入の部                      支出の部   

勘定科目 金 額 勘定科目 金 額 

前期繰越金 2,514,358 県連への分担金 515,000 

会費収入 2,100,000 部会補助金 150,000 

賛助会員（個人） 90,000 総会等会議費 110,000 

事務受託費収入 700,000 会報誌作成費 50,000 

会報誌広告収入 170,000 税標語関係費 450,000 

総会関係収入 60,000 通信運搬費 150,000 

特別収入 10,000 水道光熱費 80,000 

雑 収 入 826 事務用品費 50,000 

  旅費交通費 160,000 

  家  賃 390,000 

  給   与 950,000 

  雑  費 25,000 

  次期繰越金 2,565,184 

合   計 5,645,184 合   計 5,645,184 

 

  



☆ 第 5 号議案 「役員改選」                 

（Ｒ7.12.20 現在） 

人数 役  職 氏  名 名     称 備  考 

1 会 長 久米 加寿徳 久米加㈱     

9 

  吉岡 和子 (社）光寿会         

 川上 良夫 ㈱合田工務店  

 小竹 和夫 ㈱小竹組  

  小田 英城 ㈱百十四銀行     

副会長 山野 敦嗣 ㈱香川銀行  

 岩佐 武彦 ㈱岩佐佛喜堂   

  長瀬 裕亮 大一電気工業㈱     青年部会長   

  岩﨑 敬子 ㈱アムロン       女性部会長   

  香川 裕史 セーラー広告㈱   

7 

  荒井 孝子 スコープ  

 池 田  晃 一光電機㈱  

 松井 美親 ㈱ブラウニー   

常任理事 田中 康子 ㈱メガネのタナカヤ   

  冨田 隆二 ㈱富田住宅センター   

 住田  稔 住田稔税理士事務所   

 森  裕輝 （税）石川オフィス会計   

14 

 泉谷 正紀 香川ダイハツ㈱   

  

  

香川 豊子 ㈱香川時計商会   

武田千登世 武田歯科医院  

  辻  清州 ㈱グランド劇場   

  浜  大輔 エヌケー建設㈱  

  樋口 高良 ㈱太洋木材市場   

理 事 古家 敏弘 ㈱山地宝松園   

  開出  昭 ㈱COCOLO TOKIO   

  鍋坂 信也 ナベプロセス㈱   

 朝倉  一 ネッツトヨタ高松㈱   

  

  

三矢 昌洋 ㈱喜代美山荘   

奈良 茂子 (有)奈良企画   

若宮 達也 若宮産業㈱   

辻  隆志 (株)辻医科器械   

2 
監 事 

 

岩部 達雄 岩部税理士事務所  

濱口 静治 濱口静治税理士事務所  

1 顧 問 村上 義憲 セーラー広告㈱  

34     

 



租 税 教 室 
 

 高松間税会の濱口監事が令和 7 年 6 月 10 日高松市立植田小学校において、宮

井事務局長が令和 7 年 6 月 23 日高松市立東植田小学校において、租税教室の講

師として６年生名を対象に租税教室を行いました。 
 いずれの租税教室も講師の元気な挨拶から始まり、給食のお話、誕生日のお

話し等から生徒の心を惹きつけ、その後身近な税から消費税の内容に入り、税

金の種類の多さその内容等を分かりやすく説明しました。 
アニメビデオ「ヤマトとマリンの不思議な日曜日」は、登場人物のキャラク

ターや内容がとても親しみやすく、全員無言で見入っていました。 
 パネルを黒板に貼っていくクイズ問題も、生徒たちは積極的に手を挙げ皆で

協力しながら楽しそうに貼り付けていました。 
最後の「１億円の札束？」は、「うわあ！！すごい！！」と感動しながら札束

に触ったり、ジュラルミンケースを順番に持って大興奮していました。 
 いずれの租税教室もとても和やかで楽しい授業となりました。 
 
○ 植田小学校（令和 7 年 6 月 10 日） 

   
 
○ 東植田小学校（令和 7 年 6 月 23 日） 

  



高松間税会 香川県間税会連合会 第 53 回通常総会 
 
 令和 7 年 8 月 28 日（木）、高松間税会通常総会がマリンパレスさぬきにおいて、谷

川高松税務署長、山田同副署長、杉浦同法人課税第一部門統括官、久米高松間税会会

長等を来賓に迎え、令和 6年度事業報告及び収支決算、並びに令和 7 年度事業計画及

び収支予算等について審議し承認され、久米会長ほか審議員が議決権行使した。 

香川県間税会連合会通常総会も、同日小熊高松国税局課税部長等を来賓に迎え、同

様に各議案を審議・承認され、議決行使された。 
懇親会も開催され、会員相互の懇親を深めた。 

 

   

  



街頭広報（ＰＲ活動） 
  
 令和 7 年 11 月 3 日（月）、高松市丸亀町グリーンけやき広場で実施された、

法人会主催（高松間税会共催）のタックスウォークラリー2025 会場において、

「税の標語」の入選作品の展示をしました。 
多数の方々が来場され、それぞれの作品に感心されていました。 
ご家族と記念撮影をされている生徒さんもおられました。 
「税の標語」の応募受付も行いました。 

 世界の消費税図柄刷込みクリアファイル、パンフレット、ボールペン等の配

付も行いました。 

  

  

  



令和７年度「税の標語」 
                         

 高松間税会は消費税を中心とした間接税の納税者で組織する団体で、納税道義の

高揚と消費税の申告納税体制の確立を通して税務、税制の健全な発展に寄与するた

め消費税の広報などを行っていますが、全国間税会総連合会の主催の下で租税教育

の一環として、次代を担う子供たちに税を身近に感じてもらうことを目的として毎

年 11 月 11 日からの「税を考える週間」に合わせ、市内の中学生等より「税の標

語」の募集を行っています。 

今年も多くの熱心な応募が寄せられ、厳正な審査の結果、以下の方々が選ばれ、

各賞に輝いた方々には高松間税会から賞状と記念品が授与されました。 

 

高松間税会長賞 
「税金は みんなで納めた たからもの」    高松市立勝賀中学校  花井 陽向 

 
 

高松税務署長賞 
「知りたいな 僕らと未来を つなぐ税 」  三木町立三木中学校   政岡 宗佑 

 



高松市長賞 
「この税が 明るい未来を作る鍵」        香川県立高松北中学校 清水 絢音 

 
 

 

優秀賞 

「幸せは 税があるから 守られる」      大手前高松中学校    松本 奏 

 

「その税が 明るい未来 守るかぎ」     高松市立勝賀中学校  谷 奏空 

 

「納税は みんなができる 町づくり」    三木町立中学校     藤田 早咲 

 

「納税で できる行動 進む未来」     香川県立高松北中学校 西村 楓歩 

 

「しっかりと 働き納めたい 税金を」   高松市立屋島中学校   齋藤 雄介 

 

 

入選 

「ありがたい みんなのための 消費税」 高松市立勝賀中学校 大前 誠志郎 

 

「税金は 日本をまわす エネルギー」   高松市立勝賀中学校   佐野 友 

 

「今生きる この瞬間も そばに税」    高松市立勝賀中学校   松下 僚 

 

 「税金で 明るい未来へ つなげよう」   高松市立勝賀中学校 石川 蒼來 

 

「納税で 日本の未来 守っていこう」  高松市立勝賀中学校 松川 里桜奈 

 

「支えよう 国の未来を 税金で」     香川県立高松北中学校 大林 愛叶 



高松間税会 女性部・青年部合同第 25 回研修会 
 
 令和 7 年 12 月 4 日（木）、高松間税会女性部・青年部合同研修会がマリンパレスさ

ぬきにおいて、谷川高松税務署長を講師に、山田同副署長、杉浦同法人課税第一部門

統括官、久米高松間税会会長を来賓に迎え 43 名の参加者により開催されました。 
研修会に先立ち、吉岡和子前女性部会長の旭日双光章受彰、奈良茂子理事の藍綬褒

章受彰を祝し花束贈呈が行われました。 
谷川署長から「酒類行政とお酒のはなし」と題し、お酒に関する税について、詳し

い内容を楽しく講義されました。 
 研修会終了後の昼食会では会員間での懇親を深めました。 

   
 

  
 

  



その他 

 

 

 

１ 高松間税会ホームページ 
  

令和５年３月から高松間税会のホームページを掲載しており、行事日程等を

会員さまへの情報として掲載しております。 

会員様相互の親睦を深めるホームページにしたいと考えておりますので、よ

ろしくお願いいたします。  （「高松間税会」で検索してください。） 

 

 
 

 

２ 「会報高松」表紙写真原稿の募集 
  

「会報高松」の表紙に使用する写真を募集致します。 

応募は高松間税会会員に限ります。 

随時、事務局まで写真をＰＤＦ等データで送付してください。 

撮影年月、撮影場所、撮影者につきましてもお願いいたします。 

よろしくお願いいたします。 

（初回となる今回は事務局で対応しています。） 

 



 
 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 
 

 

 

 



  

 

 

 

 

 



 

 

 

 



 

   

 

 



    

 


